
南 陵 学校評価特別号

三

生
徒
指
導

・
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
「
学
校
に
行

く
の
が
楽
し
い
」
に
「
あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い
」「
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

」

が
合
わ
せ
て
約
十
八
％
、
「
先
生
に
は

何
で
も
相
談
で
き
る
」
に
「
あ
ま
り
あ

て
は
ま
ら
な
い

」
「
全
く
あ
て
は
ま
ら

な
い
」
が
合
わ
せ
て
約
三
十
五
％
あ
っ

た
。

・
問
題
事
象
に
対
し
て
は
、
生
徒
指
導

主
任
を
中
心
に
学
校
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
。
。

・
異
年
齢
集
団
の
活
動
（
仲
良
し
班
）

で
高
学
年
が
リ
ー
ダ
ー
性
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

★
改
善
策

◎
問
題
事
象
に
対
し
て
は
、
生
徒
指
導

主
任
を
中
心
に
さ
ら
に
組
織
的
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◎
学
級
を
経
営
す
る
力
を
高
め
る
た

め
、
児
童
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
ら
え

る
研
修
を
進
め
る
。

◎
豊
か
な
感
性
を
児
童
に
磨
か
せ
る
た

め
、
人
権
教
育
や
特
別
支
援
教
育
、
道

徳
教
育
の
内
容
の
充
実
を
図
る
。

◎
異
年
齢
集
団
の
活
動
（
仲
良
し
班
の

活
動
）
を
充
実
さ
せ
る
。

四

保
健
管
理

・
朝
の
健
康
観
察
を
丁
寧
に
行
い
、
児

童
の
健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
た
。
ま

た
、
欠
席
児
童
の
保
護
者
と
の
連
絡
を

大
切
に
し
た
。

・
け
が
の
状
況
（
場
所
・
時
間
・
対
処

等
）
を
把
握
し
、
児
童
に
指
導
す
る
と

と
も
に
、
未
然
防
止
の
方
途
に
つ
い
て

考
え
た
。

・
外
遊
び
を
奨
励
し
た
。

・
「
ほ
け
ん
だ
よ
り

」
を
も
と
に
、
保

健
安
全
教
育
の
啓
発
と
理
解
・
協
力
を

得
る
よ
う
に
し
た
。

・
児
童
会
や
学
年
で
大
縄
大
会
、
リ
レ

ー
大
会
・
サ
ー
キ
ッ
ト
大
会
・
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
に
取
り
組
み
、
体
力

向
上
を
図
っ
た
。

★
改
善
策

◎
危
険
予
測
能
力
を
高
め
る
と
共
に
、

自
分
で
で
き
る
処
置
を
身
に
つ
け
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

◎
体
力
や
運
動
能
力
を
高
め
る
運
動
を

意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

五

安
全
管
理

・
毎
月
安
全
点
検

を
行
い
、
改
善
が
必

要
な
と
こ
ろ
を
す
ぐ
に

改
善
で
き
た
。

・
避
難
訓
練
、
防
犯
訓
練
を
通
し
て
、

自
分
の
命
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
意

識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

。

・
交
通
安
全
指
導

や
、
防
犯
委
員
さ
ん

の
協
力
の
も
と
１
１
０
番
の
家
を
確
認

し
、
安
全
な
歩
行
の
仕
方
や
、
下
校
路

の
確
認
を
行
っ
た
。

六

保
護
者

、
地
域
社
会
と
の
連
携

・
学
校
公
開
（
学
習
発
表
会
）
を
実
施

し
、
本
校
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
し
、

音
楽
を
中
心
に
児
童
の
学
習
活
動
を
参

観
し
て
い
た
だ
い
た
。

・
毎
月
一
回
学
校
便
り
「
南
陵
」
を
配

布
し
、
学
校
の
取
組
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

・
保
護
者
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
学
校
の
取
組
に
対
す
る
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

・
学
校
の
教
育
活
動
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

★
改
善
策

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新

を
よ
り

行

い
、
学
校
の
教
育
活
動
を
地
域
に
情
報

提
供
し
て
い
く
。

◎
地
域
の
皆
様
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
テ
ャ

ー
と
し
て
来
校
頂
い
た
り
、
地
域
で
学

習
活
動
を
展
開
し
た
り
し
て
、
学
習
空

間
と
し
て
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め

て
い
く
。

今
後
と
も
「
仲
間
と
と
も
に
確
か
な

学
力
と
豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
た
く
ま

し
く
や
り
と
げ
る
児
童
の
育
成
～
た
く

ま
し
く
・
正
し
く
・
心
豊
か
に
～
」
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

・

地

域

や

保

護

者

の

皆

様

に

登

下

校

の

安

全

を

見

守

っ

て

い

た

だ

き

、

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

か

ら

も

、

安

心

し

て

児

童

が

登

下

校

で

き

て

い

る

こ

と

が

分
か
る
。

★
改
善
策

◎

児

童

の

危

険

予

測

能

力

、

危

険

回

避

能

力

を

高

め

る

た

め

の

指

導

を

、

警

察

、

関

係

機

関

等

と

の

連

携

の

も

と
実
施
す
る
。

◎

安

全

管

理

に

つ

い

て

の

実

践

的

な

校

内

研

修

を

実

施

す
る
。

◎

安

全

管

理

マ

ニ

ュ

ア

ル

を

活

か

す

た

め

、

地

域

と

連

携

し

た

防

犯

教

育

を

さ

ら

に

推

進

し

て
い
く
。
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よ く当 て は ま る や や あ て は ま る

あ ま り あ て は ま ら な い ま っ た くあ て は ま ら な い

③ や さ し さ や 思 い や り に つ い て 、 し っ か り 学 習 し て い る 。

④ 災 害 に あ っ た り 、不 審 者 に 出 会 っ た と き ど う す る か 、し っ か り 学 習 し て い る 。

⑤ 先 生 に は 、 な ん で も 相 談 で き る 。

① 学 校 に 行 くの が 楽 し い 。

② 学 校 で の 勉 強 は よ くわ か る 。
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学
校
評
価
を
活
用
し
た

学
校
改
善

校
長

八
木

正
博

学
校
評
価

一

教
育
課
程

・
学
校
教
育
目
標

に
「
仲
間
と
と
も

に
」
「
磨
く
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド

を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り

本
校
の
目

指
す
べ
き
姿
が
明
確
に
な
っ
た
。

・
学
校
教
育
目
標

を
児
童
に
分
か
り

や
す
い
言
葉
で
表
現
し
た
学
年
目
標

を
教
室
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
学
校
教

育
目
標
の
具
現
化
を
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。

・
授
業
時
数
集
計

（
電
算
処
理
）
を

も
と
に
、
時
数
確
保
を
行
っ
た
。

・

週
末

に

次
週
分

の

週
案

を

配
布

し
、
児
童
に
学
習
の
見
通
し
を
持
た

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

★
改
善
策

◎
新
学
習
指
導
要
領

の
移
行
措
置
の

円
滑
な
実
施
を
図
る
。

◎
学
校
教
育
目
標

を
学
年
・
学
級
目

標
で
さ
ら
に
具
現
化
し
て
い
く
。

二

学
習
指
導

・
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
、
「
子

ど
も
が
授
業
が
分
か
り
や
す
い
と

言

っ
て
い
る
」
に
「
あ
ま
り
あ
て
は
ま

ら
な
い
」
「
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
」

が
合
わ
せ
て
約
十
三
％
あ
っ
た
。

・
学
力
診
断
テ
ス
ト
等
を
分
析
し
、

達
成
不
十
分
点

を
明
確
に
し
、
授
業

改
善
や
複
数
指
導
に
よ
る
か
が
や
き

タ
イ
ム
の
中
で
学
力
の
定
着
を
図
っ

た
。

★
改
善
策

◎
新
学
習
指
導
要
領
移
行

へ
の
対
応

と
し
て
、
時
数
確
保
を
行
い
、
指
導

方
法
の
工
夫
改
善
に
よ
り
、
授
業
の

中
で
質
の
高
い
学
力
の
充
実
を
図
る
。

◎
清
掃
活
動
後
十
分
間

の
「
か
が
や

き
タ
イ
ム
（
計
算
や
漢
字
の
ス
キ
ル

学
習
）
」
を
設
定
し
、
基
礎
基
本
の
充

実
を
図
る
。

◎
教
員
の
指
導
力
向
上

を
図
る
研
修

（
情
報
ス
キ
ル
・
英
語
活
動
等

）
を

充
実
さ
せ
る
。

本
校
の
教
育
実
践
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
た
め
に

、
学
校
評
価
を
実
施

し
、
学
校
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
「
児
童

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
も
と
に
、

教
職
員
が
自
校
評
価
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
三
月
六
日
に
教
育
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
（
学
校
評
議
員
）
の
方
々

に
評
価
し
て
頂
き
ま
し
た
。
委
員
の

方
々
か
ら
は
、
各
項
目
に
つ
い
て
十

分
満
足
で
き
る
状
況
で
あ
る
と
の
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。
し
か
し
な

が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ま

だ
ま
だ
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
も
明
確
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
学
校
改
善
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

改
善
策
を
た
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。そ

の
学
校
評
価
結
果

と
次
年
度
へ

の
改
善
の
方
策
及
び
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
を

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

改
善
策
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
の

本
校
の
教
育
計
画
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
該
当
学
年
で
の
基
礎
学
力
の
定
着

を
図
る
た
め
、「
や
り
き
ら
せ
る
指
導
」

の
徹
底
を
図
っ
た
。

・
家
庭
訪
問
前
に
「
家
庭
学
習
の
手

引
き
」
を
配
布
し
、
共
通
理
解
を
図

っ
た
。

・
全
校
読
書
に
取
り
組
み
、
年
間
で

一
人
平
均
百
冊
以
上

の
読
書
量
を
達

成
し
た
。
読
書
総
数
は
四
万
三
千
八

百
七
冊
（
二
月
末
現
在
）
で
あ
っ
た
。

・
少
人
数
授
業

や
複
数
教
員
に
よ
る

個
に
応
じ
た
指
導
を
進
め
た
。

保護者アンケート
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よく当てはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

①子どもは、学校に行くのを楽しみにしている。

②子どもは、授業が分かりやすいと言っている。

③先生は、子どもの学習を適切に評価している。

④学校は、学力充実・向上に向けて取り組んでいる。

⑤先生は、子どものことについての相談に応じてくれる。

⑥学校は、いじめのない学校・学級づくりに取り組んでいる。

⑦学校は、生命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようとしている。

⑧学校は、地震や台風などの非常時や、不審者（車）への対応について取り組んでいる。

⑨学年・学級が出しているたよりや週計画は分かりやすい。
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0.2⑩学校が出している「南陵」やホームページ、連絡文書は分かりやすい。




